
資料３
「道内の感染状況等（道案）」に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１－①

新規感染者数は減少傾向にあるが、第６波の時よりは未だに感染者数

が多く厳しい状況が続いている。感染者の療養期間が短縮されたが、感

染防止行動の徹底は変わらないので、継続した呼びかけが必要。

１－②

道内の感染者数には減少傾向が見られるが、現時点においては、引き

続き、「BA.5対策強化宣言」の下で、感染防止対策の徹底と社会経済活

動の再生に向けた取組を進めていくことは必要。

今後の全数届出の見直しに当たり、「健康フォローアップセンター」

の役割が重要になると思われることから、感染者からのアクセスや医療

機関との調整がスムーズに行われるよう適切に対処して頂きたい。

１－③

本道では「BA.5対策強化宣言」が出ており，全道的には、感染者数が

減少傾向にあるが、10歳未満及び10歳代の感染者数が心配な状況。つい

ては、５歳から11歳へのワクチン接種が新たに努力義務化されたが、保

護者等の皆さんの不安が払拭され、理解が得られるよう、周知・啓発を

続けるとともに、各学校、放課後児童クラブ等における徹底した感染防

止対策が引き続き必要。

２ 市町村・関係団体の意見

２－①

道が検討している「健康フォローアップセンター」は自宅療養者が体

調悪化時や不安を感じた時にはすぐにつながり、相談できる場所として

重要な役割を果たすものと考えていることから、十分な体制となるよう

お願いする。


